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熱中症とは？ 

室温や気温が高い中で、体内の水分や塩分（ナトリウム）などのバランスが崩れ、体温の

調節機能が働かなくなり、体温上昇、めまい、体のだるさ、ひどいときには、けいれんや意識

の異常など、様々な障害を 

おこす症状のことです。 

これから夏に向けて、熱中

症を知って、しっかり予防し楽

しい夏を過ごしましょう！ 

 

熱中症予防のポイント 

○ のどが渇く前に水分補給        

を！  

※のどの渇きを感じなくても

こまめに水分補給を。 

○ 部屋の温度をこまめにチェック！ 

※ 普段過ごす部屋には温度計を置くことをお奨めします。 

○ 室温２８℃を超えないように、エアコンや扇風機を！ 

○ 外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も！ 

○ 無理をせず、適度に休憩を！ 

○ 日頃から栄養のバランスの良い食事と体力づくりを！ 

 

 

 

 

 

台風は大雨や暴風などをもたらし、甚大な被害を引き起こします。被害を最小限に食い 

止めるために、普段からできる台風への対策として、 

○ いつでも避難できるように、非常持ち出し袋を準備する 

○ 停電に備え、懐中電灯、ろうそく、携帯ラジオ、予備の電池を準備する 

○ 飲料水、生活用水を確保する 

○ 避難場所やコースを確認しておく 

○ 飛ばされそうなものは、室内に移すか、固定する。 

台風が接近してから慌てないよう、準備を整え事前に危険から身を守りましょう。 
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で台風をのりきろう！ 

124
148

205

96

140

0

50

100

150

200

250

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年

熱中症による救急出動件数(福島市) ５月～１０月

熱中症に 

注意しましょう！ 

また、台風が接近している場合は、外出をなるべく控え、

被害状況や台風の動向がわかるよう注意報、警報といった

情報をインターネットやテレビ、ラジオ等でこまめに確認する

ことが大切です。台風が通り過ぎた後も吹き返しの強い風が

吹き、大雨によって地盤が緩んでいる場合もあります。 

ほんのわずかな雨でも土砂災害の恐れもありますので、

外出の際は気を付けて行動しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 
          

                                      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防本部ではホームページを開設しています。消防情報・救命処置・緊急休日診    

療当番医など豊富な情報が盛りだくさんです。ぜひ、アクセスしてみてください。        

福島市消防本部ホームページ 

http://www.city.fukushima.fukushima.jp/syoubou-top/shobo/shobohonbu/index.html  

[文書の引用文や注目すべき箇所の要約を入力して

ください。テキスト ボックスは文書のどの位置にも

配置できます。抜粋用テキスト ボックスの書式を変

更するには、[描画ツール] タブを使用します。] 

小学生が夏休み期間中に放水や救助、地震等の体験を通して正しい 

防火・防災の知識を身に付けることによって、予防消防に対する意識 

の高揚と将来の地域防災を担う人材の育成を図ることを目的に実施します。 

○日 時 平成３０年７月２１日 （土） 午前９時３０分～１１時３０分     

○場 所 飯坂消防署 福島市飯坂町字銀杏６－１３（飯坂支所西側）  

○内  容 消防車出動体験、放水体験、煙体験、初期消火体験、地震体験 

記念撮影コーナーなど 

○対 象 市内の小学生 

○定 員 ７５名（先着順）  ◎募集期間 ７月９日（月）～１１日（水） 午前９時～午後５時 

○料 金 無 料 

＊申込方法 消防本部予防課まで電話でお申込みください （電話 ５３４－９１０３） 

 

 

●住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約１０年！定期的な作動確認を！ 

 住宅用火災警報器は、一般的には電池で動いています。火災を感知するために常に作動しており、その電池

の寿命の目安は約 10年とされています。 

 住宅用火災警報器が適切に機能するためには維持管理が重要です。「いざ」というときに住宅用火災警報器

が適切に作動するよう、毎月 1回を目安に、定期的に作動確認を行い、適切に交換を行うよう習慣づけましょ

う。 

 

－消防コラム－ 

９ 月 ９ 日 は 救 急 の 日 
 

 毎年９月９日を「救急の日」と定め、その日を含む一週間を「救急医療週間」として、住民の方に救急業務

に対する正しい理解と認識を深めていただくため、全国的にイベント等が行われます。 

福島市消防本部におきましては、９月９日（日）に「消防救急フェア」を開催いたします。 

消防救急フェアでは、心肺蘇生法の体験コーナーや「一日救急隊長」に委嘱 

された看護師による健康相談コーナー、消防車の展示コーナーなどを実施いた 

します。 

市民のみなさんのご来場をお待ちしております。 

 

○日 時 平成３０年９月９日（日）午前１０時～１２時 

○場 所 四季の里 農村いちば（福島市荒井字上鷺西１－１） 

夏 休 み 小 学 生 体 験 教 室 

昨年の体験教室の様子 

 

 

平成 23年 6月 1日から全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。火災から

大切な家族を守るため、未設置の場合は早急に設置しましょう。 

すでに設置済みの場合は、適正に維持管理しましょう。 


